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間瀬

本稿は、前々稿1、前稿2に続き、 18世紀のパー

ニニ文法家ナーゲーシャ・バッタによって著さ

れた『パリバーシェーンドゥシェーカラ』、解

釈規則 50:asiddhatp. bahirailgam antara白ge（以

下、加tarailga解釈規則と表記）の翻訳研究を提

示するものである。

ナーゲーシャは、同解釈規則の解釈と必要性

を検討し、さらに同解釈規則の基本概念であ

るarigaの概念を明らかにした後、この解釈規

則がパーニニによって P.6.4.132にuTHを言及

することによって示唆されているという問題

の検討に入る。 antara白ga解釈規則の必要性が

P.6.4.132のuTHによって示唆されるという見

解はパタンジャリがすでに明示したものである

が、ナーゲーシャはこのパタンジャリの見解が

いかに正当化されるべきか詳細に論じている。

本稿が提示する翻訳研究の対象はまさにこの問

題の検討箇所である。

【2.3.2. P.6.4.132のuTHによって確立される

antarailga性】

【2.3.2.1.複合語の派生における antarailga性】

ata evomailos ca (P.6.1.95) ity a白grahai~atp. cari-

tartham I tad dhi khatva a ii<;lhety atra param api 

savan;iadirghatp. badhitvantara白gatvadgm:ie kfte 

vrddhipraptau parariipartham I sadhanabodhaka-

pratyayotpattyanantaratp. piirvatp. dhator upasa-

rgayoge pascat kha!vii8abdasya samudayena yo・

gad gm:iasyantarailgatvam iti satp.prasarai:iac ca 

l間瀬［2006a]
2間瀬［2007]

忍

(P.6.1.108) iti siitre bha~ye spa~tam I ehity anu-

karai:iasya sivadifabdasatp.bandhe tu nasya pravr-

ttir jiiapakaparasatp.prasarai:iac ceti siitrasthabha-

~yapramai:iyenanityatp. prakftivad anukarai:iam ity 

atidefam adaya labdhailtva etadapravftte}_l II 

[P.6.4.132におけるuTHの言及は先に結合

される要素を根拠とする操作は後で結合され

る要素を根拠とする操作に対して antarailgaで

あることを示している］まさにこのことから人

3「このことから」 （atati)という理由句の「このこと」
が何を指すのからに関して筆者は Kielhornの解釈に賛成
できない。
Kiel hornは、「このこと」は、 2.1節【antara白ga解釈

規則の意味】（間瀬［2006a:81]) antara白gekartavye jiitarp 
tatkiilyapriitikarp ca bahirangam asiddham ity arthaり（ran-
taranga ［の適用］が実現されるべきとき、既に生じている
(jiita) bahiranga、あるいはその［antar拍 ga］と同時に結
果する（tatkiilapriiptika)bahir拍ga［の適用］はまだ成立
していない」）の論点を指示すると解し、 antarangaと同時
に適用可能なbahirangaもasiddhaであることが、 P.6.1.95
omiinos caにおけるa/iiの言及が意味をなすことの理由で
あると理解する。 P.6.4.132におけるu!Hが、先に起こる

要素早｛viを根拠とする P.7ふ86による「gul)♂代置が後
で起こる要素 vahを根拠とする P.6.4.132によるu!H代
置に対して antar拍gaであることが示されていることを
受けて、「このこと［P.6.4.132におけるii!Hによって先

に導入される要素を根拠とする操作が後で導入される要
素を根拠とする操作に対して antarangaであることが示
される］から」と解釈する。
P.6.4.132におけるu!Hの言及は、先に起こる要素f!vl

を根拠とする P.7.3.86による「gul)♂代置は、後で起こ
る要素 vahを根拠とする P.6.4.132によるu!H代置に対
して antar拍gaであることを示している。より一般化して
言えば、 it!Hの言及は、先に導入される要素を根拠とす
る操作が後で導入される要素を根拠とする操作に対して

antara白gaであることを示しているのである。以下の議論

は、 P.6.l.!01による「dirgha「代置に対して、 P.6.1.87に

よる「g叫♂代置は antarangaであることが前提となっ

ている。この「gul)♂代置の antarangaたることを根拠

円
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P.6.1.95 omailos caにおけるaNという言及は意

味をなす。なぜなら次のように言うことがで

きるからである。 ［kharvo¢ha「タンカで運ばれ

た女性」の派生の］ kha.tvii+ii+u¢haというこの

［段階］で、［P.6.1.87より P.6.1.101が］後続規

則であるにも関わらず［P.6.1.87が］ P.6.1.101 

成功savafl).edirgha与を阻止した後、 antara白gaで

あることから「g叫a寸代置が適用される。そし

てこの「gm:1a「代置が適用された後、［P.6.1.89

による］「vrddhiつ代置が適用可能となる。そ

の［aNという言及］は、このときの［P.6.1.95

による］後続する形［oの代置］を目的として

いる4。

付けるものこそがこのitfHの言及によって示唆されるも
のである。間瀬［2006町参照。

4 [kha.tvo<jhliの派生】

(1) khafvii + iiN + vah + Kta + TiiP P.2.4.71 
(2) khafvii + ii + uah + ta +ii P.6.1.15 

(3）肋afvii+ ii + uh + ta +ii P.6.1.108 

(4) k加／vii+ ii + u<jh + ta + ii P.8.2.31 

(5) k加／vii+ ii + u<jh + d.加 ＋ii P.8.2.40 

(6) khafvii +ii + u<jh + <jha +ii P.8.4.41 

(7) khafvii + ii + u + <j.加 ＋ii P.8.3.13 

(8) k加＇／Vii+ii + U + dha +ii P.6.3.111 

(9) khafvii + ii +a + <jhii P.6.1.101 

(10) kh明／Vii+0 + <jhii P.6.1.87 

(11) khafvo<jhii P.6.1.95 

khafvo<jhii 

［派生説明］
(1）の段階で P.2.4.71により拘と sUが脱落する。（2)

の段階で P.6.1.15により Ktaが後続する vahの vに

「saip.prasiiraQ♂ uが代置される。（3）の段階で P.6.1.108

により「saip.prasiiraQ♂ uとそれに後続する母音。に先
行要素 uが唯一代置される。（4）の段階で P.8.2.31によ
りjhaLである tが後続する uhのhに尚が代置される。
(5）の段階で P.8ユ40により jha$である尚に後続する t

にdhが代置される。（6）の段階でP.8.4.41により尚に後
続している dhに尚が代置される。（7）の段階でP.8.3.13

によりダ加に先行する u<jhの尚が脱落する。（8）の段階
でP.6.3.111により（7）の段階でP.8.3.13により脱落した
<jhの先行要素である uにaが代置される。（9）の段階で
P.6.1.101によりM加の oとそれに後続するTaPの同類
母音dに長音aが唯一代置される。 (10）の段階でP.6.1.87

によりaNのaとそれに後続する母音aに「guQa寸が唯一
代置される。（11）の段階で、 (10）の段階で結果した代置

要素「gm~♂である o は P.1.1.56 により aN のa とみなさ
れるから P.6.1.95が適用され、 kh四fviiのaとそれに後続
する oに後続要素oが唯一代置されて、 khafvotjhiiが派
生される。

【関連規則】

P.2.4.71 supo dhiitupriitipadikayoJ:i II （「「dhiitul （動詞語

根）という術語で呼ばれるものと「priitipadika--, （名調語
幹）という術語で呼ばれるものの内部に含まれる sUPに

行為実現要素（sadhana）を理解せしめる接辞

(Kta）が生起した直後にまず動調語根 （vah）が

「upasargaI (aN）と結合し、その後、kha.tviiとい

う語が ［o¢hiiという語］全体と結合する。した

がって「gm.ia＇代置は antarailgaである。この

ことは、 P.6.1.108samprasiiraQiic caというスー

トラに関する Bha~ya において明らかである5。

脱落が起こる」）
P.6.1.15 vacisvapiyajiidfniiip. kiti // （「vac,svap、yaj群の
動詞語根にKをitとして持つ接辞が後続するとき、それ

らの動詞語根の半母音の代わりに「saip.prasiiraQ♂が起
こる」）

P.6.1.108 samprasiira9iic ca// （「「saip.prasiir問♂に母音
が後続するとき、先行要素と後続要素の代わりに先行要
素が唯一代置される」）
P.8ユ31ho C;JhaりII （「jhaLが後続するとき、あるいは

「pad♂の最終要素であるとき、 hの代わりに尚が起
こる」）
P.8.2.40 jha~as tathor dho’dhaりII （「動調語根 dhiiの場合
を除いて、 jh吋の後続要素である tとthの代わりに dhが
起こる」）
P.8.4.41 ~tuna ~tuJ:i II （「s音と t系列音がs音とt系列音に
隣接するとき s音と t系列音の代わりにs音とt系列音が起
こるJ)

P.8.3.13 C;Jho C;lhe lopaJ:i II （「尚に尚が後続するとき先行
するtjhが脱落する」）
P.6.3.111 C;Jhralope piirvasya drrgho’i:iaりII（「<jhあるいはr

の脱落がおこったとき、 <jhあるいは rの先行要素であっ

たa'f:Iの代わりに「dirgha寸が起こる」）
P.6.1.101 ak功savari:iedrrghaりII （「aKに同類音である母
音が後続するとき、先行要素の aKと後続要素の母音の

代わりに「drrgha寸が唯一代置される」）
P.6.1.87 iid gui:iaり／／（「a音に母音が後続するとき、その先

行する a音と後続する母音の代わりに「gui:i♂が唯一代
置される」）
P.1.4.59 upasarg功 kriyiiyogeII （「pra群の語が行為を表

示する語と結合するとき「upasarg♂という術語で呼ば
れる」）
P.6.1. 95 omiinos ca II （「a音を最終要素とするものに om

とaNが後続するとき先行要素と後続要素の代わりに後続
要素が唯一代置される」）

5 【本文の解説】 P.6.1.108 に関する Bhii~ya によると、
P.6.1.95における2白ipararupam「aNが後続するとき後続
形が［代置される］」という規定は、先に起こるべき要素
を根拠とする操作が後で起こるべき要素を根拠とする操
作に対して antar拍 gaであり、 antara白gaがbahir拍 gaに対
して強い力を持つことを示す指標である。その理由を以
下に説明する。

上の派生で示したように、khafvliとo<jhiiの複合語である
kha.tvo<jhliが派生されるとき、 aNは動詞語根iの意味を限

定する「upasarg♂であるから、 khafvliと結合されるより

先に吋＇hliと結合する。この場合、動詞語根が「upasarga「

と結合された後でその動詞語根と「upasarg♂の複合体と
結合される要素である khafvliのdを根拠とする P.6.1.IO 1 
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しかし、 ［ehi (a+ihi，「来い」； aN・t・， 2ndsg. 

imperative）の］模写音（anukaral).a）がSivaな

どの語と関係するとき、この［P.6.1.95］の適用

はおこらない。

なぜなら、［P.6.1.95におけるaNの言及は、先

に結合される要素を根拠とする操作が後で結合

による凡な・gh♂代置に対して、先に結合される可＇hiiのd

を根拠とする P.6.1.87による「gui:i♂代置は antararigaで

ある。したがって、「gui:ia「代置が「d!rgha寸代置に先行
して適用される。 P.6.1.95にaNを言及し、「a/Iiが後続す
るとき後続形が［代置される］」と規定することの目的

は、この「gui:ia「代置が適用された後に P.6.1.95を適用

を招来することなのである。もし「upasarga寸aNがu<Jhii

の動詞語根に結合するより先に khafviiと結びつくとすれ
ば、 P.6.1.95によるaNが後続するときの後続形の代置操
作は適用機会を持たず、同規則中のaNの言及は無意味と
なるであろう。

カーティアーヤナは P.6.1.108に対する第 9 viirttika 

で P6.1.95の a音で終わる項目にaNが後続するとき
後続要素が唯一代置されるという規定は、 antara白gaが
bahirarigaより強力であることを示唆すると述べている
( vt. 9 on P.6.1.108: 亘白iparariipavacanaJ!l tu jfiapakam an・

tararigaballyastvasya）。この vlirttikaをパタンジャリは次
のように説明している。

MBh on P.6.1.108 (III. 83.25・84.2）：巴tajjfiiipayaty亘caryo

’ntararigaJ!l ball yo bhavatlti I kiJ!! punar ihiintara白gaJ!lkiJ!! 

bahirailgaJ!l yiivatii dve pade iiSritya savari:iadirghatvam 

api bhavaty ad gui:io’pi I dhiitiipasargayor yat kiiryaJ!l tad 

antara白gamI kuta etat I purvam upasargasya hi dhli.tunii 

yogo bhavati, niidyasabdena I kim arthaJ!! tarhy adyasa-
bdaりpray吋yateI adyasabdasyapi samudiiy巴nayogo bha-

vati // 
（「師［パーニニ］は次のこと、すなわち、 antara白ga

は［bahira白ga］より強力であるということを知らしめ
ている。

［問］しかしこの場合、二つの「pad♂に依拠して

P.6.1.101による同類音に対する「dlrgh♂代置も起こ

り、 P.6.1.87によるdに後続するものの「gui:i♂代置も
起こるという限りで、何がantararigaで何がbahirariga

であるのか。

［答］動調語根と「upasarg♂に関する操作が an-

tara白gaである。
［問］どうしてこう言えるのか。
［答］なぜなら、 ［adyo<;fhii（「今運ばれた女性」、

adya+ii＋吋加）において］まず「upasarg♂が結合す
るのは動詞語根であって adyaという語ではないから

である。
［問］それでは何のために adyaという語が使用され

るのか。

［答］ adyaという語もまた［「upasargaつと動詞語

根の］集合と結合する」）

この Bhii~ya がナーゲーシャがここで意図している
Bhii号yaである。

される要素を根拠とする操作に対してantara白ga

であるということの］指標［であること］を意

図した、 P.6.1.108samprasaral).~ic caというスー

トラに関する Bh雨yaの権威によって、普遍妥

当性をもたない解釈規則「模写音は原音と同様

に扱われる」（PIS36:pralqtivad anukaral).am）に

よる拡大適用に依拠して［模写音 ehiのeが］

aNと見なされる場合、この［P.6.1.95の規則］

は適用されないからであるべ

6 【本文の解説】すでに述べたように、 P.6.1.95におけ
るa白ipara而pam「aNが後続するとき、後続要素の形が
［代置される］」という規定は、ある要素に対して先に結
合されるべき要素を根拠とする操作が後で結合されるべ
き要素を根拠とする操作に対して antarailgaであり、それ
がbahirarigaより強いカを持つことを示す指標である。
以下のsivehiの派生においては、 sivaとii-iの二人称単

数命令形「parasmaipad♂の ehiが関係している。この場

合、 aNは、動詞語根iの意味を限定する「upasarg♂と
してsivaより先に二人称単数命令形 ihiの動調語根 iと
結合される。そのため、後で結合される要素である siva

のaを根拠とする P.6.1.89による「d!rgh♂代置に対し
て先に結合される ihiのiを根拠とする P.6.1.87による

「gui:i♂代置は antar剖 gaであり、したがって「gui:ia＇代

置が「d!rgh♂代置に先行して適用される。

【sivehi(2nd. sg imperative）「シヴァよ、来い」】
(I) siva + iiN + i + IOTP.3.3.162 
(2) siva + iiN + i + siP P.3.4.78 
(3) siva + ii + i +hi P.3.4.87 

(4) siva + e +hi P.6.1.87 

(5) sivehi P.6.1.95 

sivehi 

［派生説明］
(1）の段階で P.3.3.162により動調語根iに命令法接辞

1orが導入される。（2）の段階でP.3.4.78により 10rに二人

称単数「parasmaipad♂の代置要素である siPが代置され
る。（3）の段階でsiPは!OT・の代置要素であるのでP.3.4.87

により siPにhiが代置される。（4）の段階で P.6.1.87に
よりaN(e）とそれに後続する母音である iの両者の代わ

りに「gui:i♂である eが唯一代置される。（5）の段階で
P.6.1.95によりsivaのaとそれに後続するaN(e）の両者に
後続要素eが唯一代置され、 sivehiが派生される。

ここでナーゲーシャは P.6.1.95におけるaNの言及に関
するある反論を想定している。それは、 aNの言及は、上
述の antaranga-bahira白gaに関することを示唆するためで
はなく、正ivaと模写語ehiの複合語において、 P.6.1.88に

よってsivaのaと模写語 ehiのeの両者に「Vfddhi「で
ある aiが唯一代置されることを阻止するためであるとい
うものである。
この反論は、 P.6.1.95におけるaNの言及は、先に結合

される要素を根拠とする操作が後で結合される要素を根
拠とする操作に対して antararigaであるということの指
標であるということを意図した、 P.6.1.108samprasarai:iac 

ca というスートラに関する Bhli~ya の権威を認めるなら
ば、否定される。模写語の ehiは、模写語に関する解釈
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【2.3.2ユ「upasarga寸ー動詞語根ー接辞の結合に

関する antaranga性】

【2.3.2ユ1. 「upasa昭a寸ー動詞語根回行為実現要

素を表示する接辞】

【2.3.2.2.1.1. 「upasargalを根拠とする操作が

行為実現要素を表示する接辞を根拠とする操作

に対して antarangaであるという反論】

yat tu piirvai:p dhatur upas町ge平ayujyate pascat 

sadhanena I upasargel)a tatsai:pj負akafabdenaI sa『

dhanena karakel)a tatprayuktakaryel)a I ata evanu-

bhiiyata ityadau sakarmakatvat karmal)i lakarasi-

ddhir iti tan na I 

｛反論】しかし、動詞語根は先に「upasarga寸

と結合し、後で行為実現要素［を表示する

接辞］と［結合する］。 「upasarg♂とはそれ

［「upasarg♂］という術語をもっ語のことで

ある。行為実現要素とは行為参与者（karaka)

のことであり、その［行為参与者が］引き起こ

す文法操作のことである。

まさにこのことから anubhayate （「経験され

る」 anuみha,3rd. sg. p問 s.P.）など［の事例］

において、［「up出 argalである anuと結びつい

た動詞語根 bhaは］他動詞（sakarmaka）であ

規則によってaNで始まるものと見なし得るとしても、実
際には，それは antarali.gaである操作が適用されたことに
よって派生された語形ではないからである。 sivaと模写
語 ehiの複合語において、 P.6.1.95は適用されない。

【関連規則】
P.3.3.162lo~ca// （「動調語根の後に命令法接辞 tort;~起
こる」）
P.3 .4. 78 tiptasjhisipthasthamibvasmastatarpjhathiisiithiirp-
dhvamic;Ivahimahili. II （「L音の代わりに、 tiP,tas,jhi, siP, 

thas, tha, miP, v官s,mas, ta, iitiim, jha, thiis, iithiim, dhvam, 

iT, vahi, mahiNという代置が起こる」）
P.3.4.87 ser hy apic ca II （「wrの代置要素である siPの
代わりに hiが起こる。そしてそれは Pをitとして持た
ない」）
P.6.1.87副 gm:iaり／／（「a音に母音が後続するとき、その先

行する a音と後続する母音の代わりに、 「gm:ia寸が唯一
代置される」）
P.6.1.95 om拍osca II （「。音を最終要素とするものに om

とaNが後続するとき先行要素。と後続要素の代わりに
後続要素が唯一代置される」）
P.6.1.89 etyedhatyii~hsu II （「o音に eCではじまるし edh

という動詞語根、あるいは可万が後続するとき、先行要

素と後続要素の代わりに「vrddhi「が唯一代置される」）
P.6.1.88 vrddhir eci II （「。音に eCが後続するとき、その

先行する。音と後続する eCの代わりに「vrddhi寸が唯一
代置される」）

るので、行為の目的（karman）を表示する L音

の導入が成立する70

【2.3.2ユ1.2.行為実現要素を表示する接辞を根

拠とする操作が「upasargaつを根拠とする操作

に対して ant訂 angaであるという答論】

kriyay功 sadhyatvena bodhat sadhyasya ca 

sadhanak泊k~ataya tatsai:pbandhottaram eva ni-

scitakriyabodhena sadhanakaryapravft:tyut阻ram

eva kriyayoganimittopasargasai:pjfiakasya sai:pba-

ndhaucityat I a阻 evasu! kat piirv功（P.6.1.135)

iti siitre piirvai:p dhatur upasa培el).etyuktva naitat 

7【本文の解説】反論者は以下のように主張している。

動調語根 bhuは、ゼロ「u伊sa屯a寸では「存在する」を

意味する自動詞であり、「upasarg♂ anuが先行するとき
「経験する」を意味する他動調である。したがって、 bhu

は先に「upasar伊寸である anuと結合されなければ行為
の目的を表示する接辞と結合できない。動調語根は先に

「upasargalと結合し、その後行為実現要素を表示する L
接辞と結合すると考えるのが妥当である。
反論者の主張に従って anubhuyateを派生すると以下の

ようになる。

【anubhUy明teの派生： 1]
(1) anu + bhu 
(2) anu + bhu + lATP.3.2.123 
(3) anu + bhu +ta P.3.4.78, P.1.3.13 
(4) anu + bhu + te P.3.4.79 
(5) anu + bhU + yaK + te P.3.1.67 

anubhuyate 

［派生説明］

(1）の段階で動詞語根bhuが「upasarg♂である anuと
結合される。（2）の段階で P.3.2.123により現在接辞 lAT
が導入される。（3）の段階で P.3.4.78とP.1.3.13により、

lATの代わりに「iitmanepad♂の代置要素である ωが代

置される。（4）の段階でP.3.4.79により「iitmanepad♂の
最後の母音にeが代置される。（5）の段階でP.3.1.67によ

り行為の目的を表示する「siirvadhiitukaI teが後続してい
るbhUの後に yaKがおこり、 anubhuyateが派生される。

【関連規則】
P.3ユ123vartamiin巴la!II （「現在に属する行為を表示する
動詞語根の後に IA！接辞が起こる」）
P.3.4.78 tiptaりhisipthasthamibvasmastiitarpjhathiisiitharp-
dhvami9vahimahi白II （「L音の代わりに、 tiP,tas,jhi, siP, 

thas, tha, miP, vas, mas, ta, iitiim, jha, thiis, iithiim, dhvam, 

iT, vahi, mahiNという代置が起こる」）
P.1.3.13 bhiivakarmai;io!) II （「行為と行為の目的が表示さ

れるべきとき、 「iitman巴pad♂が起こる」）
P.3.4.79 !ita atmanepadiiniirp !ere II （「Tをitとして持つL

音の代置要素である「iitmanepada「の「！i寸（最終母音で
はじまる音節）の代わりに eが起こる」）
P.3.1.67 sarvadhiituke yak II （「行為と行為目的を表示する

「siirvadhiituka＇が後続するとき、動詞語根の後に yaK接
辞が起こる」）

- 110一
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sararp piirvarp dhatuりsadhanenayujyate pascad 

upasarge9ety uktvoktayuktyasyaiva yuktatvam 

uktarp sadhanarp hi kriyarp nirvartayatityadina I 

upasargadyotyarthantarbhave9a dhatunaivartha-

bhidhanad ukte~u karma9i lakaradisiddhil:i I 

pascac chrotubodhaya dyotakopasargasarpba-

ndhal:i II 

［答論】その考えは正しくない。［その理由は以

下の通りである。］

行為は実現対象（sadhya）として理解される

から、そして実現対象というものは実現手段

(sadhana）を期待するものであるから、［行為

はまず］その［行為実現要素］と関係する。ま

さに［このように行為が行為実現要素と関係し

た］後に［行為主体によって限定された行為あ

るいは目的に限定された行為という］特定の行

為が理解されることによって、行為実現要素に

よって［引き起こされる］文法操作が起こる。

まさにこの後で、行為との結合を根拠として

「upasa培♂と呼ばれる［語が動詞語根と行為

実現要素を表示する接辞の結合体と］関係する、

と考えるのが適切で、ある。

まさにこのことから、 P.6.1.135sut kat piirva与

というスートラに関する［Bh両yaにおいてパ

タンジャリは］、「動詞語根はまず「upasarga寸

と［結合する］」と述べられたのに対して、「こ

の考えは健全ではない。動詞語根はまず行為

実現要素［を表示する接辞］と結合し、次に

「upasarg♂と結合する」と述べて、上述の道

理によりまさにこの［後者の］考えこそが合理

的であるということを、「実に行為実現要素は行

為を実現する、云々」といった言明を通じて述

べている8上述［の anubhuyate等の事例］にお

自ノ号タンジャリは次のように述べている。

MBh on P.6.1.135 (Ill. 93.23-25): naitats1iram I pii-
rvaf!l dhiituちs1idhanenay吋yate,pasc1id upasargel)a I 
s1idhanaf!1 hi kriy1if!l nirvartayati, tam upasargo visina将ii
abhinirvrttasya c1irthasyopasargel)a vise切り §akyovak-
tum I 
（「この考えは健全ではない。動調語根はまず行為実現

要素［を表示する接辞］と結合し、その後で「upasarga「
と結合する。実に行為実現要素は行為を実現するもので

あり、その［行為］を「upasarg♂が限定する。そして、

実現される対象［である行為］の限定は「upasarg♂に

よって表示され得る」）

いては、 「upasarga寸によって標示されるべき

意味を内包するまさに動詞語根そのものによっ

て［経験等の］意味が表示されるから、行為の

目的を表示する L音など［の導入］が成立する。

[L音が導入された］後に、［内包する意味を］

聞き手に理解させるために、［動調語根がそれ

を］標示する「upasargaつと関係付けられる90

【2.3.2.2.1.3.例外的に「upasarga「を根拠とす

る操作がantar泊 gaとなる場合｝

evarp cantaraiigatararthakopasarganimittaり sut

sarpkft:ity avasthayarp dvitvaditaりpiirvarppravar-

tate tato dvitvadi II 

そしてこのような場合、 ［sarμcaskiira(sam・kr

「飾るJ3rd. sg. perf. P.）の派生の］ sam+kr+tiと

いう段階で、［行為実現要素を表示する接辞を根

拠とする操作と比較して］より antaraiigaである

［動調語根の］意味を［標示する］「upasarga寸

9 【本文の解説】上述の反論に対し、ナーゲーシヤは
以下のように回答する。

動詞語根は多くの意味を内包しており、 「up唱sargal
は動調語根がそれの多数の意味のうちどの意味を表示す
るかを限定するためのものである。そのため、動調語根

は「upasarga「よりも先に行為実現要素を表示する接辞
と結合することができる。動詞語根が意味する行為は実
現されるべきものであり、まず行為実現要素を期待する。
このことが動調語根が先ず行為実現要素を表示する接辞
と結合する理由である。動詞語根が先ず行為実現要素を

表示する接辞と結合し、その後で「upasarg♂と結合する

のは、 「upasarga寸が標示する動調語根の意味を聞き手
に理解させるためである。
ナーゲーシヤの分析によれば、 anubhii.yateの派生は以

下のようになる。

[anubhii.yateの派生： 2]
(1) bhii. + /Af P.3ユ123
(2) bhii. +ta P.3.4.78, P.1.3.13 
(3) anu + bhii. +ta 

(4) anu + bhii + te P.3.4.79 
(5) anu + bhii + yaK + te P.3.1.67 

。nubhiiyate
［派生説明］

(1 ）の段階で P.3ユ 123 により現在接辞 lATiJ~導入さ
れる。（2）の段階で P.3.4.78とP1.3.13により、仏Tに、
「iitmanepada寸の代置要素である taが代置される。（3)

の段階で動詞語根 bhii.が「upasarga「である anuと結合

される。（4）の段階でP.3.4.79により「1itmanepada「の最
後の母音に eが代置される。（5）の段階でP.3.1.67により

行為の目的を表示する「siirvadhiituk♂ teが後続している

bhiiの後に yaKがおこり、。nublnlyateが派生される。
【関連規則】はかnubhilyateの派生： l】参照。
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を根拠とする sUT［の附加］が重複（dvitva）など

に先行して適用され、その後で重複などが［適

用されるJ10 0 

【2.3.2.2.1.4.行為実現要素を表示する接辞を根

拠とする操作がantaratigaであることを証明す

10【本文の解説】下の派生の（7）の段階で適用されてい

るP.6.1.8による重複は行為実現要素を表示する接辞であ

るatusを根拠としている。一方で（6）の段階で適用され

ている P.6.1.137による sur司附加は「upasarga＇が表示
する意味を根拠としているので、 P.6.1.137の方がP.6.1.8

より antaraiigaであり，先に適用される。

【SOIJ1C刀skiiraの派生｝
(1) kr ＋町 P.3.2.115

(2) kr + tiP P.3.4.78 

(3) sam + kr + ti 
(4) sam + kr + l;laL P.3.4.82 
(5) sam ＋此lir+a P.7.3.84,P.l.l.51 

(6) sam +s+kiir+a P.6.1.137 

(7) sam + skr + s ＋初r+a P.6.1.8, P.1.1.59 

(8) sam + kr + s + kiir +a P.7.4.61 
(9) sam + kar + s + kiir +a P.7.4.66, P.1.1.51 

(10) sam + ka + s + kiir + a P.7.4.60 

(11) sam +ca + s + kiir +a P.7.4.62 
(12) SOIJ'I + C百＋s + kiir +a P.8.3.24 

sa1J1caskiira 

［派生説明］
(1）の段階で過去接辞回が導入される。（2）の段階で

P.3.4.78により LITに三人称単数「parasmaipada寸の代置

要素である tiPが代置される。（3）の段階で動調語根skrが

「upasarga-,samと結合される。（4）の段階で P.3.4.82に

より LIT＇の代置要素である tiPの代わりにf;laLが代置され

る。（5）の段階でP.7.3.84によりl;laLが後続している krの

rに「gui:i♂ dが代置され、 dの後に P.1.1.51により rが起

こる。（6）の段階で P.6.1.137により samに後続している
krに附加辞sU[が起こる。（7）の段階でP.6.1.8により、動

詞語根の第一音節が繰り返される。（8）の段階でP.7.4.61

により「abhyas♂である skrのkはぬRである sが先行

する khaYであるので残存し、 sは脱落する。（9）の段階

で P.7.4.66により「abhyas♂の最終要素である krのrlこ
。が代置されkaとなり、 aの後に P.1.1.51により rが起

こる。 (10）の段階でP.7.4.60により、「abhyiisalである

karの最初の子音である kは残存し、 rは脱落する。 (11)

の段階で P.7.4.62により k系列音である「abhyiis♂知

のkに c系列音である cが代置される。 (12）の段階で

P.8.3.24により jhaLが後続する mに「anusviira寸が代置

され、 sa1J1caskiiraが派生される。

【関連規則1
P.3.2.115 parok~e Ii~ II （「発話している日を除く過去に属

し、話者によって目撃されていない行為を表示する動詞

語根の後に LI！接辞が起こる」）

P.3 .4. 78 tiptasjhisipthasthamibvasmastiitiil!ljhathasath孟1!1-
dhvami~vahimahiii II （「L音の代わりに、 tiP,tas,jhi, siP, 

thas, tha, miP, vas, mas, ta, iitiim, jha, thiis, iithiim, dh悶 m,

if, vahi, mahiNという代置要素が起こる」）
P.3.4.82 parasmaipadiiniil!l i:ialatususthalathusai:ialvamiiり／／

る具体例】

ata eva pra:r:iidapayatityadau :r:iatvaqi yad agama与

iti nyayena samiihita111 bh両yeII ata eva pratyeti 

pratyaya ityadi siddhiりIanyathantara白gatvat

savar:r:iadirghe riipasiddhiり／／

まさにこのことから、［P.1.1.20に対する］

Bhii~ya において、 prat;idiipayati (pra-ni-dii-JYiC 

「与えさせる」， 3rd.sg. pres. P）などの事例IIに

（「LITの代置要素である「parasmaipada－，である tiP,tas, 

jhi, siP, thas, t.加，miP,vas, masの代わりに、それぞれf;laL,

atus，肌t加L,athus, a, l;laL, va, maという代置が起こる」）

P.7.3.84 siirvadhatukardhadhatukayoJ:i II （「「sarvadhatuka寸

と「ardhadhiituk♂が後続するとき iKで終わる「aiiga'

のiKの代わりに「gui:ia寸が起こる」）

P.1.1.51 ur ai:i raparaりII （「rに代置される al;Iはrを後続

する」）
P.6.1.137 sal!lparyupebhyaJ:i karotau bhu号a9eII （「sam,pari,

upaに、装飾を意味する krが後続するとき、 kの前に sur

が起こる」）
P.6.1.8 li!i dhator anabhyasasya II （「lJT'b~後続するとき、

「abhyas♂でない動詞語根の最初の音節、あるいは二番
目の音節に重複が起こる」）

P.7.4.61 sarpurv碕khayaり／／（「saRが先行する「abhyasa寸
のkhaY以外の子音は脱落する」）

P.7.4.66 ur at II （「rを最終要素として持つ「abhyiisa「の
代わりに aが起こる」）

P.7.4.60 haliidiりse号功II （「「abhyii.sa寸の最初でない子音
は脱落する」）

P.7.4.62 kuhos cuちH （「「abhyii.salの k系列音と

「abhyii.sa寸の hの代わりに c系列音が起こる」）

P.8.3.24 nas capadii.ntasyajhali II （り加Lが後続するとき、

「pad♂の最終要素でないnとmの代わりに「anusvii.ra寸

が起こる」）
11 【prwzidiipayatiの派生］

(l)dii +l;liC 

(2) dii + i 

(3) dii + i 

P.3.1.26 

+ lAf P.3.2.123 
+ tiP P.3.4.78 

(4) pra + ni + dii +i + tiP 

(5) pra + ni + dii +i + SaP +ti P.3.1.68 
(6) pra + ni + dii + pUK + i +a +ti P.7.3.36 
(7) pra + ni + dii + p +e ＋。 +ti P.7.3.84 
(8) pra + ni + dii + p +ay +a +ti P.6.1.78 
(9) pra + t:ii + dii + p +ay +a +ti P.8.4.17 

prat:iidiipayati 

［派生説明］

(1）の段階で P.3.1.26により動詞語根diiの後に使役接
辞l;liCが導入される。（2）の段階でP.3.2.123により現在接

辞 LATが導入される。（3）の段階で P.3.4.78により LATに

三人称単数「parasmaipad♂の代置要素である tiPが代置

される。（4）の段階で動調語根市と「upasarg♂である

praとniが結合される。（5）の段階でP.3.1.68により行為

主体を表示する「sii.rvadhii.tuk♂ tiが後続している動調語

根の後にSaPが起こる。（6）の段階で P.7.3.36により'f;liC

q
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おけるn音代置［が起こらないのではなし功ミとい

う疑念］が解釈規則「xに関して附加辞（agama)

が規定されているとき、［その附加辞は］その

xに従属するものであるから、 xの言及によっ

て理解される」（PIS11 : yadagamas tadgm:lfthiitas 

tadgraha9ena grhyante）という道理によって答

えられている120 

が後続している daに附加辞pUKが起こる。（7）の段階で

P.7.3.84により「ardhadhatuk♂が後続する「a崎♂ diipi

のiに「gul)a「が代置される。（8）の段階でP.6.1.78によ

りaが後続している eにのが代置される。（9）の段階で

P.8.4.17により diiが後続している「upasa培♂ niのnに

pが代置され、 prar.zidiipayatiが派生される。

【関連規則】

P.3.1.26 hetumati ca II （「使役者（hetu）の働きが表示さ

れるべきとき、動詞語根の後にljiC接辞が起こる」）

P.3.2.123 vartamane lat// （「現在に属する行為を表示する

動詞語根の後に /Al接辞が起こる」）

P.3.4.78 tiptasjhisipthasthamibvasmastata111jhathasatha111-

dhvami<:Ivahimahi白／／（「L音の代わりに、 ttP,tas,jhi, siP, 
thas, tho, miP, vas, mas, ta, iitiim,jha, thiis, iithiim, dhvam, 

i!, vahi, mahiNという代置が起こる」）
P.3.1.68 kartari sap II （「行為主体を表示する

「sarvadhatuk♂が後続するとき、動調語根の後に

SaP接辞が起こる」）

P.7.3.36 artih汀vlrrikniiyik~mayyata111 pugl)au II （「加が後

続するとき、 r.hri, vii, rf, knuy, lqmのあるいはd音を最

終要素としてもつ「anga「に附加辞pUKが起こる」）

P. 7.3 .84 sarvadhatukardhadhatukayoり／／（「「sarvadhatuka寸

と「ardhadhatuka..，が後続するとき iKで終わる「a崎ρ
のiKの代わりに「gul)♂が起こる」）

P.6.1.78 eco’yavayavaりII （「eCに母音が後続するとき、

eCの代わりにそれぞれの，av,iiy, iivが起こる」）
P.8.4.17 ner gadanadapatapadaghumasyatihantiyativatidrati-

psativapativahatisamyaticinotidegdhi与uca II （「gad,nad, 

P明t，「ghu＇と呼ばれる動詞語根， mii,sya, hon, yii，凶，drii,

psii, vap, vah，必m,ci, dihが後続するとき、 「upasarga寸

にある根拠 （r,~）の後続要素である ni の n の代わりにn
が起こる」）
P.1.1.20 dadha ghu adap II （「diip,daipという動詞語根
を除いて、 diiあるいは、 dhiiという形を持つ動詞語根は

「ghu寸という術語で呼ばれる」）

12【本文の解説】 P.1.1.20に対する Bh勾yaでパタンジャ

リは次のような問題を提起する。

MBh on P.1.1.20 (I. 75.3必）： yady evam ihapi tarhi na 

prapnoti I pral)idapayati praQidhapayatni I atrapi naitau 

dadhav arthavantau napy etau dadhau prati kriyayoga年／／
（「もしそうなら、その場合次の事例、すなわち

prai:iidiipayati, prar.zidhiipayatiにおいても［P.8.4.17に

よる niのn音に対するn音代置は］結果しない。これ
らにおいても、これら dtiとdhiiは意味を有するもの

ではなくじしたがって「ghulと呼ばれ得ず］、これ

らdiiとdhliに関して［「upasarga寸術語規定の条件で

内

d
唱
E
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まさにこのことから、 praηeti (prati-i「理解

する」， 3rd. sg. pres. P.) 13、pratyaya「認識」

など［の語形］が確立される。そうでなければ

［「upぉargalを根拠とする操作が］antar姐gaで

あるのでP.6.1.lOlak功 savari:iedlrghaり［が適用

ある］行為との結合も成立しないししたがって niは

「upasarg♂と呼ばれ得ない］」）

この問題に対する解決法がカーティアーヤナの varttika
として提示される。

vt. 5: na varthavato hy agamas tadgul)Ibhiitas tadgraha-

Qena grhyate yathanyatra II 
（「あるいはこのような困難は起こらない。なぜなら、

有意味な項目に附加される附加辞は、その有意味項目

に従属するから、その有意味項目の言及によって理解
されるからである。他の［q附加辞の場合のように］」）

n音代置の解釈規則による正当化の議論とはまさにこの

一連の P.1.1.20に対する Bh匂yaの議論である。

もし動詞語根が接辞より先に「upasarg♂と結合する
のであれば、 daはpUK付加の根拠である使役接辞加C

より先に「upasarga寸である proとniに結合することに

なる。その場合、 「upasarga寸を根拠とする P.8.4.17のp
音代置操作が使役接辞を根拠とする pUK付加に対して

antara白gaであり、先に適用されることになる。したがっ

て、上に示した Bha~ya の議論はなされる必要がないこと
になる。この Bha~ya の議論は、パタンジャリも動詞語根

は「upasarg♂よりも先に行為実現要素を表示する接辞

と結合すると考えていることを示唆する。
13 【pratyetiの派生】

(1) i + /A!P.3.2.123 
(2) i + tiP P.3.4.78 
(3) e +ti P.7.3.84 

(4) prati + e +ti 
(5) pra砂＋ e+ti P.6.1.77 

pratyeti 

［派生説明］
(1）の段階で P.3.2.123により動調語根 iに現在接辞

/A'fb~導入される。（2）の段階で P.3.4.78 により IA！に三
人称単数の代置要素である tiPが代置される。（3）の段

階で P.7.3.84により「sarvadhatuk♂である tiPが後続

する iに「g問♂が代置される。（4）の段階で動調語根

i(e）が「upasarg♂である pratiと結びつく。（5）の段階で

P.6.l.77により母音 eが後続する pratiのiの代わりに y

がおこり、 praり1etiが派生される。

【関連規則I
P.3ユ123vartaman巴la!f/ （「現在に属する行為を表示する

動調語根の後に /Al接辞が起こる」）

P.3 .4. 78 tiptasjhisipthasthamibvasmastata111j hathasatha111-
dhvami<:Ivahimahi白II （「L音の代わりに、 tiP,tas,jhi, siP, 

thas, tho, miP, vas, mas, ta, iitlim, J加， thiis,iithiim, dhvam, 
i!, vahi, mahiNという代置が起こる」）

P.7.3.84 sarvadhatukardhadhatukayo~ II （「「sarvadhatuka寸

と「ardhadhatuka寸が後続するとき iKで終わる「a旬♂

のiKの代わりに「gul)♂が起こる」）
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される］場合に語形が成立しない140 

【2.3.2.2.l .5. 「upasarga「を根拠とする操作と

行為実現要素を根拠とする操作に関する an-

taranga性の総括｝

yad upasarganimittakarp karyam upasargarthasri-

tarp visi~topasarganimittatvat tad antarangam I 

yat tu na tatha tatra piirvagatasadhananimittakam 

evantara白gamI ata eva na dhatu (P.1.1.4) iti sii-

tre preddha ity atra gul).o bahiranga iti bha~ya 

uktam // kirpca piirvam upasargayoge dhatiipasa-

rgayo年samasaaikasvaryadyapattir ity upapadam 

ati白（P.2.2.19)iti siitre bha号yespa号tam//

「upasarga寸の意味に依拠するとき、 「upa-

sarga「を根拠とする操作は antara白gaである。

なぜなら、 「upasargalを特定するもの［すな

わち動調語根］を根拠とするものであるから

である。一方、そのようではないもの［すなわ

ち、 「upasarga寸の意味を根拠とするもの以外

の「upasargalを根拠とする文法操作］に関し

ては、まさに先に理解される実現要素［を表示

する接辞］を根拠とする［操作］がantarangaで

ある。まさにこのことから P.1.1.4 na dhatulopa 

ardhadhatuke に関する Bha~ya において次のよ

うに述べられている。

「preddha(pra・indh-Kt，α「点火された」，pastpar-

ticiple) 15というこの［事例］において「gul).al

P.6.1.77 iko yai:i aci II （「母音が後続するとき、 iKの代わ
りに半母音が起こる」）

P.6.1.101 ak功savari:iedirghaりII （「aKに同類音である母

音が後続するとき、先行要素の aKと後続要素の母音の

代わりに「dirgha寸が唯一代置される」）

1-1 【本文の解説】もし動詞語根が接辞より先に

「upasarg♂と結びつくのであれば、 pratyetiの派生は以
下のようになる。

(I) prati + i 

(2) pratf P.6.1.101 

(3)pratf +IATP.3.2.123 

(4) pratf + tiP P.3.4.78 

(5) prate +ti P.7.3.84 

prateti 

この派生の（2）の段階で、 P.6.1.101によってまずpratiの

iと動調語根の Iに「dirghaつが代置されるので正しい語

形が派生されない。このことからも、動詞語根はまず接

辞と結びついてその後「upasarg♂と結びつくことが正

しい順序であるとナーゲーシャは考えている。
lラ ［preddhaの派生］

代置はbahirangaである」 16さらに、 P.2.2.19up-

apadam ati白に関する［以下の］ Bha~ya におい
ても［動詞語根が「upasargaつよりも先に行為

実現要素を表示する接辞と結合することは］明

(I) pra ＋ indh + Kta 
(2) pra ＋ idh +ta P.6.4.24 

(3) predh +ta P.6.1.87 

*(3) pra ＋ edh +ta P.7.3.86 

*(3) pra ＋ idh + ta P.1.1.5 

(4) predh + dha P.8.2.40 

(5) pred + dha P.8.4.53 

preddha 

［派生説明］
(I）の段階で P.3.2.188により動調語根 indhにKtaが導

入される。（2）の段階で P.6.4.24により Ktaが後続する動

調語根の「upadhflindhのnが脱落する。（3）の段階で

P.6.1.87により praのaとそれに後続する idhのiの両者

に「gui:ia＇が唯一代置される。（ 4）の段階でP.8ユ40によ
りjha!jである predhのdhに後続する tにdhが代置され

る。（5）の段階でP.8.4.53により dhが後続している dhに

dが代置され、 preddhaが派生される。

【関連規則I
P.3.2.102 ni号~ha II （「動調語根の後に過去を表示する

「ni~！ha＇と呼ばれる接辞が起こる」）
P.6.4.24 aniditarμ hala upadhay碕k白itiII （「K と斤を itと

してもつ接辞が後続するとき iをitとして持たない haL

で終わる「a均♂の「upadha＇である nが脱落する」）

P.6.1.87 ad gui:iaり／／（「α音に母音が後続するとき、その先

行する σ音と後続する母音の代わりに、 「gui:ia「が唯一
代置される」）

P.8.2.40 jha~as tathor dho 'dhaり／／（「動詞語根dhiiの場合

を除いて、 jha!jの後続要素である tと仇の代わりに dhが
起こる」）

P.8.4.53 jhalarμ jas jhasi II （りhasが後続するときjhaLの
代わりにjaSである代置要素が起こる」）

P.7.3.86 pugantalaghiipadhasya ca II （「「sarvadhatuka寸
と「ardhadhatuka寸が後続するとき、 「a白ga寸に含まれ

るpUKの先行要素である iKの代わりに、あるいは、

「ang♂の「laghu寸である「upadha＇である iKの代わ

りに「gui:ia「が起こる」）

l凸【本文の解説】 preddhaの派生の（3）の段階でP.6.1.87

による αとiに対する「gui:ia「の唯一代置と P.7.3.86に

よる「a旬♂の「upadha＇である iに対する「gui:i♂代

置が適用可能である。また、後者はKをitとして持つKta

を根拠とする操作であるので、 P.1.1.5による「guり♂代置

の禁止も適用可能となる。これらの操作のうち、 P.7.3.86

による「gui:i♂代置と P.1.1.5による「gun♂代置の禁止

は行為実現要素を表示する接辞である Ktaを根拠として

いる。一方で、P.6.1.87による「gui:ia「代置は「upasarg♂
である praのoとidhのtを根拠とする。したがってこ

の場合、 P.7.3.86による「gui:i♂代置と P.1.1.5による禁

止規則が P.6.1.87による「gun♂代置に対して antaranga

114 -
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らかである170

「［動調語根が］先に「upasa培♂と結合する

とするならば、動詞語根と「upasa培a寸が複合

語を形成することになり、アクセントの単一性

等が帰結する」

【2.3.2.2.2. 「upas a屯a「．動調語根ー行為を表示

する接辞】

bhavarthapratyayasyapi piirvam evotpattiり／
ata eva !)er adhyayane (P.7.2.26) iti nirdefaり

sarp.gacchate I idarp. ca samanyapek~arp. jiiapakarp. 

bhavatino’pi piirvam utpatteりIanyatha tatra 

samasapattiりIti白itv ati伯 itini手edhanna do~o 

yadi bhavatiny upasargayogo’stity alam // 

ということになる。それゆえ、 P.7.3.86による「gui:i♂
代置が適用可能であるとき、行為実現要素を表示する接

辞を根拠とする「gu9a寸代置の禁止が「upasarg♂を根

拠とする P.6.1.87による「gui;i♂代置より先に適用され、

その後で P.6.1.87による「gui;i♂代置が適用される。こ
のことを意図して P.1.1.4 に関する Bhii~ya において次の
ように述べられている。

MBh on P.1.1.4 (I. 51.8-9): katham upeddhaりpreddhaiti 

I bahirango gui;io’ntararigaJ:i prati~edhaり／
（「どのようにして upeddhal:z,preddhal:zという語形

が成立するのか。［P.6.1.87による］「gui;ia「代置が

bahiraligaであり、禁止規則がantarangaである」）

このことからも、パタンジャリが、動調語根は

「upasarg♂よりも先に行為実現要素を表示する接辞と
結合すると考えていることがわかる。

17P.2.2.19に関する Bh勾yaにおいてパタンジャリは以

下のように述べている。

MBh on P.2.2.19 (I. 417.21-24): yady evarp dhii-

tiipasargayor api samiis功 priipnoti piirvarp dhiitur 
upasargei;ia y吋yatepasciit siidhaneneti I naitad asti I 

piirvarp dhiituりsiidhanenayujyate pasciid upasargei;ia I 

siidhanarp hi kriyiirp nirvarttayati tam upasargo visina~~i I 

abhinirvrttasya carthasyopasargei;ia vise~aり §akyo vak・

tum II 
（「もしこのように［意味的なつながりをもっ二つ

の「pad♂が複合語をつくる］なら、動調語根と

「upasarga「に関しでも複合語を形成することになっ

てしまう。動調語根は先に「upasarga寸と結合し、の
ちに siidhanaと結合すると考えられるからJ)

【関連規則I
P.6.1.158 anudiittarp padam巴kavarjamII （「「pad♂の母

音は一つを除いてすべて「anudiittal」である）

P.6.1.127 iko’savari;ie釘kalyasyahrasvas ca II （「Siikalya先
生の考えによると、 iKの後に同類音でない母音が後続す

るとき、その iKの代わりに「hrasva「が起こる」）

p
h
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行為を意味する接辞もまさに［「upasarga--,

よりも］先に生起する。まさにこのことから、

P.7.2.26 Qer adhyayane vp:tam ［中の αdhya〕~ana

（「学習J）という語形の］教示には整合性があ

る18。そしてこの［教示された adhyayanaと

いう語形］は、［接辞］一般を期待して［動詞

語根のいかなる接辞との結合も「upasargaつに

先行するということを］知らしめる指標であ

る19。なぜなら、行為を［表示するJtiN接辞

isP.7ユ26i;ier adhyayane vrttam II （「加を最終要素とし

てもつ vrt に「ni~！hiil が起こるとき、「学習」の意味で
vrttaという語が派生される」）

19 【adhyayanaの派生】

(1) i + LyuT P.3.3.113 

(2) i + ana P.7.1.1, P.1.3.8 
(3) adhi + i + ana 
(4) adhi + e + ana 
(5) adhi + ay + ana 
(6) adhy + ay + ana 

。dhyayana

P.7.3.84 
P.6.1.78 

P.6.1.77 

［派生説明］
(1）の段階でP.3.3.113により行為を表示する接辞であ

るLyu！が導入される。（2）の段階でP.7.1.1により Lyu'f'こ

anaが代置される。（3）の段階で動詞語根が「upasarg♂
である adhiと結合する。（4）の段階で P.7.3.84により

「iirdhadhatuk♂が後続している iの代わりに「gui;ia'
が起こる。（5）の段階でP.6.1.78により aが後続する eに

のが代置される。（6）の段階で P.6.1.77により aが後続
している adhiのiにyが代置され、。dhyayanaが派生さ
れる。

もし動詞語根が行為を意味する接辞に先行して

「upasarga＇と結合するのであれば、 adhiのiと動詞語根

iのiの両者に P.6.1.101により「dirghal代置が結果して
しまう。その場合adhyayanaという語形は派生されなく
なる。しかし、パーニニがP.7.2.26i;ier adhyayane vrttam 
の中で行為名調である adhyayanaという語形を提示して

いることは、行為を意味する接辞に関しでも「upasarga「
に先行して動調語根と結合することを示している。

【関連規則】

P.3.3.113 krtyalyu!o bahulam II （「「kfty♂という術語で
呼ばれる接辞と Lyul接辞は様々な意味で起こる」）
P.7.1.1 yuvor aniikau II （「yU接辞と vu接辞の代わりに、

それぞれana,akaが起こる」）

P.1.3.8 Ja§akv ataddhite II （「「taddhit♂以外の接辞の最

初に起こる l昔、正音、 k系列音が「itlという術語で呼ば

れる」）

P.7 .3.84 siirvadhiitukiirdhadhiitukayoりII（「「siirvadhiituka寸

と「iirdhadhiituka「が後続するとき iKで終わる「a白gal

のiKの代わりに「gui;ia寸が起こる」）
P.6.1.78巴coayaviiyiiv功II （「eCに母音が後続するとき、
eCの代わりに、それぞれの，av,liy, livが起こる」）
P.6.1.77 iko yai;i aci // （「母音が後続するとき、 iKの代わ
りに半母音が起こるJ)
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も［「upasa培a寸よりも］先に生起するからで

ある。もしそうでないとするならば、その場

合、［動詞語根と「upasa培aつが］複合語を形成

することになるであろう。しかしながら、 f子
為を表示する tiN接辞が後続する場合には［動

詞語根は先に］「upasargalと結合するとして

も、 tiN接辞で終わる項目に関しては、［複合語

形成がP.2.2.19の］「tiN接辞で終わる項目を除

き」というように禁止されるから、［動詞語根

と「upasarg♂の複合語形成という］誤謬は起

こらなし）200

以上この問題に関する議論はこれまでとする。

（未完）

略号及び参考文献

MBh The Vyiikarm:ia-Mahabha~yα of PatafijαIi, 3vol. 
Ed. by F. Kielhorn. Forth edition by Abhyankar 

20 【本文の解説】ナーゲーシャによれば、パーニニの

P7.2.26における行為名調。dhyayanaの語形提示は、動詞

語根は接辞一般に対して「upasarga「に先行して結合す
ることを示唆する。行為（bhava）を表示する接辞の場合
のその行為（bhava）とは、動詞語根の意味に他ならず、

意味の観点からすると、動詞語根と「upasarga寸の結合が
動詞語根と行為（bhava）を表示する接辞との結合に優先
するように思われる。しかしパーニニは、行為（bhava)
を表示する接辞の場合を含め、動調語根の後に起こる知

何なる接辞も、 「upasarg日に優先して動詞語根と結合
すると考えているのである。

ここで反論が提起される。行為（bhava）を表示する接

辞でも「kft寸接辞ではなく、定動調接辞 （tiN)の場合には

動調語根は「upasarg♂に優先的に結合するのではない

かというものである。しかし、もし動詞語根が行為を表示

する tiN接辞より先に「upasarg♂と結合するとすれば、

動詞語根と「upasarga寸が複合語を作ってしまう。一方

で、動詞語根が「upasarga「より先に行為を表示する tiN
接辞と結合する場合には、 P.2.2.19のtil官接辞で終わる語
形は意味的につながりのある語形とは複合語を形成でき

ないという禁止によって、問題の動詞語根と「upasarga寸
の複合語形成という望ましくない帰結はない。このこと

からも、行為（bhava）を表示する tiN接辞の場合に、動

詞語根がその接辞に先行して「upasarga＇に結合するこ

とは明らかである。それがパーニニの P.7.2.26における
行為名詞adhyayanaの使用が示唆することである。

【関連規則】

P.2.2.19 upapadam atin // （「tiN接辞で終わる語形ではな

い「upapada「は意味的つながりのある別の語形と複合語

を形成し、その複合語は「tatpuru~a「と呼ばれる」）
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